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ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
礼

募
集

８
月
２
日
（
日
）

　
仁
淀
川
祭
り
警
備

　
　
　
　（
三
瀬
・
神
谷
分
団
）

８
月
９
日
（
日
）

　
伊
野
方
面
隊
部
長
以
上
研
修
会

　
　
　
　（
土
佐
和
紙
工
芸
村
）

８
月
16
日
（
日
）

吾
北
地
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
花
火

大
会
警
備

　
　
　
　（
下
八
川
分
団
）

８
月
23
日
（
日
）

　
新
入
団
員
教
育
訓
練

　
　
　
　（
消
防
学
校
）

８
月
30
日
（
日
）

　
い
の
町
総
合
防
災
訓
練

　
　
　
　（
町
内
各
所
）

　
い
の
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

の
伊
野
ラ
イ
ジ
ン
グ
Ｆ
Ｃ
が
、
６

月
13
、
14
、
20
、
21
日
に
宿
毛
市

で
開
催
さ
れ
た
第
37
回
さ
わ
や
か

杯
高
知
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
で

３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
小
学
５
年
生
の
高
知
県
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
本
大
会
に
は

県
内
45
チ
ー
ム
が
参
加
。
伊
野
ラ

イ
ジ
ン
グ
Ｆ
Ｃ
は
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
全
力

プ
レ
ー
で
頑
張
り
ま
し
た
。

出
場
メ
ン
バ
ー

　
　
大
川
　
　
陽
（
川
内
小
５
年
）

　
　
菊
地
　
航
矢
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
菊
地
　
琉
汰
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
島
田
　
陣
汰
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
田
村
　
　
煌
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
田
村
　
　
有
（
川
内
小
５
年
）

　
　
中
島
　
佳
那
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
藤
田
　
大
翔
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
森
田
　
大
輝
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
佐
々
木
蓮
斗
（
伊
野
小
４
年
）

　
　
田
村
　
歩
夢
（
伊
野
小
４
年
）

　
　
西
内
　
泰
誠
（
伊
野
小
４
年
）

　
　
御
庄
　
泰
佐
（
伊
野
小
４
年
）

 （
学
年
・
五
十
音
順
）

　
6
月
28
日
、
第
34
回
中
央
地
区

文
化
交
流
発
表
会
（
東
西
南
北
ま

わ
り
舞
台
）
が
い
の
町
役
場
本
庁

舎
内
「
い
の
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
10
時
か
ら
の
開
会
行

事
に
引
き
続
い
て
、
吾
北
地
区
の

清
流
太
鼓
を
皮
切
り
に
、
8
市
町

村
に
よ
る
三
味
線
、
舞
踊
、
詩
吟
、

一
弦
琴
、
歌
謡
曲
、
マ
ジ
ッ
ク
、

バ
ン
ド
演
奏
な
ど
多
彩
な
芸
能
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
観
客
席
も
満
席
に
な
る

な
ど
、
関
係
各
所
の
ご
尽
力
に
よ

り
盛
況
の
内
に
無
事
終
了
し
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
央
地
区
文
化
協
会

　
5
月
22
日
に
伊
野
南
小
学
校
、

6
月
19
日
に
枝
川
小
学
校
で
、
高

知
県
職
員
な
ど
に
よ
る
出
前
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
8
月
の
浸
水
被
害
を
受
け

て
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
枝

川
地
区
、
八
田
地
区
の
河
川
に
つ

い
て
学
習
す
る
こ
と
で
、
河
川
の

は
ん
濫
原
因
を
知
り
、
河
川
工
事

の
必
要
性
や
排
水
機
場
の
役
割
、

貴
重
植
物
の
保
護
に
つ
い
て
も
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
室
内
で
授
業
を
行
っ

た
後
、
伊
野
南
小
学
校
で
は
、
河

川
で
の
水
質
調
査
、
貴
重
植
物
・

水
生
生
物
に
つ
い
て
の
学
習
を
行

う
と
と
も
に
、
河
川
改
修
工
事
完

了
箇
所
の
確
認
を
す
る
こ
と
で
、

ハ
ー
ド
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
理
解
し
て
も
ら
い
、
建
設
業
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
枝
川
小
学
校
で
は
降

雨
体
験
装
置
・
土
石
流
3
D
体
感

シ
ア
タ
ー
に
よ
る
疑
似
体
験
を
行

い
、
自
然
災
害
に
対
す
る
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　
高
知
県
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
対
策
課
と
協
働
し
、
こ
の
よ
う

な
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
危
機
管

理
の
啓
発
を
図
り
、
自
助
・
共
助

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
土
木
課

８
９
３－

１
１
１
６

伊
野
ラ
イ
ジ
ン
グ
Ｆ
Ｃ
　

第
37
回
さ
わ
や
か
杯
高
知
県

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
3
位
入
賞

ニ
ュ
ー
ス

環
境
・
防
災
学
習
に
つ
い
て
の

出
前
授
業
を
実
施

ニ
ュ
ー
ス

講
座
・
教
室
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５
月
26
日
に
株
式
会
社
四
国
銀

行
と
「
業
務
連
携
・
協
力
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
町
と
四
国
銀
行

の
相
互
の
業
務
に
お
い
て
連
携
・

協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
産

業
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
観
光
振
興
、
外
商
関
連
、

農
林
関
連
、
企
業
誘
致
、
商
業
振

興
、
そ
の
ほ
か
町
の
産
業
振
興
に

関
す
る
分
野
で
の
連
携
・
協
力
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

 

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
経
済
課８

９
３－

１
１
１
５

　
5
月
29
日
、
国
際
公
共
政
策
研

究
セ
ン
タ
ー
（
田
中
直
毅
理
事
長
）

の
地
域
再
生
研
究
会
（
座
長
　
隅

修
三
　
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
17
名
が
い
の

町
清
水
地
区
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
国
際
公
共
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
域
の
産
業
振
興
と
雇
用

の
創
造
に
つ
な
が
り
、
地
域
経
済

の
循
環
が
持
続
可
能
と
な
る
よ
う

な
、
地
域
の
再
生
に
資
す
る
取
組

を
行
っ
て
お
り
、
今
回
、
当
地
区

に
お
い
て
、
家
族
経
営
に
よ
り
積

極
的
に
森
林
整
備
を
実
施
し
て
い

る
林
業
家
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
梅
雨
入
り
前
の
晴
天
の
下
、
町

森
林
政
策
課
担
当
職
員
か
ら
町
の

森
林
整
備
の
取
組
概
要
の
説
明

後
、
林
業
家
に
よ
る
伐
採
木
の
搬

出
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
国
際
公
共
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
は
、
今
後
、
今
回
の
視

察
内
容
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
再

生
の
背
景
や
対
策
に
つ
い
て
論
議

を
行
い
提
言
書
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
森
林
政
策
課

　（
吾
北
総
合
支
所
内
）

8
6
7－

2
3
2
2

　
平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
沿
岸
地
域
を
襲
っ
た
大
津
波

に
よ
る
も
の
で
し
た
。
南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
つ
い
て
も
、
そ
の
発
生

確
率
は
、
今
後
30
年
以
内
に
70
％

程
度
と
確
実
に
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
地
域
ぐ
る
み
で
備
え
を
し
っ

か
り
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
町
で
も
8
月
30
日
（
日
）
に
旧

町
村
単
位
で
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

を
想
定
し
た
「
県
内
一
斉
避
難
訓

練
」
及
び
「
地
域
の
み
ん
な
で
自

主
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
を
使
用

し
た
下
記
内
容
の
緊
急
地
震
速
報

を
町
内
全
域
で
放
送
す
る
予
定
で

す
。
緊
急
地
震
速
報
が
聞
こ
え
た

場
合
は
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
訓
練
会
場

・
伊
野
地
区
／
枝
川
小
学
校

・
吾
北
地
区
／
上
東
小
学
校

・
本
川
地
区
／
全
域

　
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
地
区

の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
自

身
の
地
震
に
対
す
る
備
え
を
再
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
緊
急
地
震
速
報
な
ど
の
放
送
内
容

９
時
（
緊
急
地
震
速
報
）

　
※
上
東
小
学
校
は
８
時
45
分

　（
の
ぼ
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

「
こ
ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。」

（
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
）

「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。

大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送

で
す
。」　
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す
。」（
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

９
時
３
分
（
震
度
速
報
）

　
※
上
東
小
学
校
は
８
時
48
分

　（
の
ぼ
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

「
こ
ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
火
の
始
末
を
し
て
く
だ

さ
い
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
付
け

て
落
ち
着
い
て
行
動
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。」

×
３
回

「
こ
ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す
。」（
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）
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携
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ま
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た
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「
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避
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8
月
の
消
防
団
行
事
予
定


